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希望の灯りをともそう
千葉・川嶋　碧
　毎日テレビをつけると当たり前のように様々な犯罪のニュースが流れつづけている。また一人、また一人と尊い命が失われていく現実が答えのない失望感へと変わっていく毎日。私が何気なく過ごしている時間もどこかで誰かが悲しんでいたり、苦しんでいたり、傷ついている。
　そんな時私に何ができるだろう。

　私の父の仕事は警察官です。父は犯罪の被害者、加害者、両者の現実を常に見ています。

　飲酒運転による事故、高れい者のこどく死、万引き、ふりこめさぎ、ニュースで耳にする犯罪を父はその目で見つめています。

　そんな父は私にいつも「正しいことをするには勇気がいる。誰かが辛い思いをしていたり、困っていたら勇気を出して手を差しのべてあげるんだよ。もし反対に自分が苦しい時があったら、助けてと伝えられる勇気をもってね。そして差しのべてくれる手があったらしっかりつかまないとダメだよ。」と言っていました。大切な人を失った人達の涙、自分がしたことの後悔の涙、両方の立場の人の悲しみの涙を見てきた父だからこそ、その言葉の意味がすごく伝わります。

　自分の弱さを認めることも誰かを許すことも本当はすごく勇気がいることだと思います。

　小学校で、何人かのお友達にイジワルをされた経験がある私には、勇気をもつ大切さも勇気をもつことの難しさも理解できます。イジワルをされた時、心配をかけたくなくて周りの人になかなか言えませんでした。でもやっぱり辛くて悲しくて、母や先生に話をした時，それまでの重く暗い気持ちが軽くなっていったのを覚えています。

　一人で悩んでいた時にはどうしたらいいか答えが見つけられなかったのに、誰かに相談をすることでこんなにもたくさんの答えがあるんだと気づきました。その後、先生とそのお友達と話し合いをして、おたがいのご解もとけて楽しい学校生活を送っています。始めはその子達と何もなかったように接することができなかったけど、時間をかけて許すことで、今までの自分には見えなかった哀しみや人の温かさを感じられるようになりました。そのことがきっかけで、新しい関係を築けたと思います。

　人はみんな失敗をすると思います。母は、私に「失敗することをこわがってはダメだよ。大切なのは失敗をした時どう立ち直るかだよ。」と教えてくれました。

　私の小さな勇気は、家族や先生、友達に支えられることで大きな勇気へと変わっていきました。

　様々な理由から犯罪や非行へはしってしまう人達もいると思います。ある日突然被害者になってしまう人もいると思います。その時私は、家族が私にしてくれているのと同じように傷ついて苦しんでいる人にそっとよりそいたい。一人では見つけられない答えを一緒に探してあげたい。罪を犯した人達を受け入れることは、言葉で表せられないほど難しいと思います。でもそのことで差別をしてしまうと、もっとこどくを感じて心を閉ざしもしかしたら犯罪や非行に戻ってしまうかもしれません。
　手を差し伸べる勇気、差し伸べられた手をしっかりにぎりしめる勇気が必要だと思います。あいさつをすること、笑顔を向けること、始めは、小さいことからでも何もしないよりは少しでも誰かの助けになるかもしれません。

　暗やみに灯りをてらすことをあきらめてはいけないと思います。

　だってそこには必ず希望があるから。
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